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令和６年度第２回品川区障害者差別解消支援地域協議会 議事要旨 
 

 

１ 開会 

 ○障害者施策推進課長 挨拶 

 ○委員紹介 

 
２ 議事  

（１）報告事項 

近藤会長 早速、障害者差別解消に関する普及啓発について、これは昨年度から話

題になっていたことです。昨年度から様々なことが議論されていたと思い

ますが、具体的に実際どこでやっていこうかというお話を今日皆さんと一

緒にできればと思いますので、よろしくお願いいたします。 
 昨年度の議論を振り返ってみるとどのようなものがあったかというと、

一つはこの差別解消についての私たちが今取り組んでいる、調停の申出と

いうか、差別事案の申出というか、そういうことについて窓口ができたと

いうことをしっかり分かっていただく必要があるということ。 
 もう一つは、不当な差別の禁止と合理的配慮の提供に関する考え方自体

を、区民の皆様に知っていただく場所をつくっていきたいねというお話を

いろいろしていたと思います。 
 さらにもう一点あったのが、その場づくりのときに、できれば障害のあ

る人のためのフェスティバルというか、お祭りみたいなところではなくて、

一般向けのイベントの中でそういったことをやっていく必要があるのでは

ないかという議論が出ていたのも、皆さん、覚えてくださっているかと思
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います。 
 そこで、今回、品川区の主なイベント・令和６年度の年間予定表という

ものが皆様のお手元に資料２として配付されていると思います。 
 この中で、いろいろアイデアが出ましたよね、寸劇をやりましょうとか、

あとブースを構えてブースの中でいろいろな私たちの取組というか、そう

いう窓口があるよということをお伝えしていきましょうとか。いろいろな

お話があったと思いますが、それが全て一般の方向けのイベントに入って

いこうと、進出していきましょうというお話だったかと思います。 
 ここで、資料２の年間のイベントの説明を事務局からお願いいたします。 

事務局  資料２は、４月から３月までの年間の予定表となっており、区民向けの

イベント、中小企業向けのイベント、商店街で行っているイベントという

形で、３つの列を設けています。 
 一般区民向けに開催しているものを表に入れており、４月であれば品川

区民スポーツ大会や春の品川区交通安全運動、５月にはわっくわくランド

しながわという児童センター等がやっているイベントであったり、また７

月以降は各地域で区民まつりが行われていたり、秋以降になると、９月以

降、防災訓練関係が行われ、１月には二十歳の集い、３月にもまた防災フ

ェアといった形で、区民向けのイベントが行われています。 
 また、中小企業向けのイベントとしては、東京ビッグサイトで全国専門

展示会共同出展が６月に開催されており、１１月にはものづくり・ＩＴ商

談という、いろいろな行政が集まったイベントが行われています。１月に

はＳＨＩＮＡＧＡＷＡイノベーションフォーラムというフォーラム、２月

には大田区と共同で城南地域ものづくり受発注商談会というものを実施し

ています。こちらは６年度については実施時期未定であり、例年この時期

にやっているという形です。 
 商店街イベントについては、４月にムサコフェス、５月に戸越銀座まち

なか防災フェスティバル、８月以降にえばらまちハッピーサマーフェスタ

や目黒のさんま祭り、１１月に品川区商連「大商業まつり」といったイベ

ントが開催されています。 
 いずれも事務局にて分かる範囲で記載しているので、そのほかに委員の

皆様が、実はこんなイベントもやっていますなどあれば、ご発言いただけ

ればと思っております。 
近藤会長 今日は皆様からいろいろなアイデアだったりとか、ご意見だったりを、

この場で自由にお伺いしたいなと思っているところです。 
 今からですぐ４月にできるかどうかとか、いろいろあるとは思うんです

ね。ただ、本当に簡単なことからでも何かしら、私たちの誰かがブースを

立てて、そこにいてチラシを置いたりとか、こういう協議会自体があると

いうことを説明したりとか、やりようはいろいろあるとは思います。 
 皆さん、品川でいろいろな区民向けのイベントだったりとか、商店街、

企業向けのイベントだったりとか、関わられたご経験がおありかと思いま

す。昨年度の議論の中だと、障害をそのままずばりテーマにしたところだ

と、なかなか一般の区民の皆様がお越しになれないようなところがあるん

じゃないかという話題が何度か出ておりましたので、このように挙げてい

ただいております。 
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 特にこのイベントなんかはいいんじゃないかなみたいな、気軽なアイデ

アだったりとか、ここはすごく推しのイベントですよみたいなものでもい

いと思うので、ぜひ教えていただけたらと思います。 
 全体のイベントを見てみて、品川区に暮らしておられて、ここのイベン

トでできたらすばらしいんじゃないかみたいなことは何かございますか。 
Ａ委員 ９月と１０月に、区民まつりが２回あるんですね。そこには特に努力し

て障害者が参加するほうがいいかなと思いますし、１０月の住宅まつりに

はグループホームの方や障害者住宅、区民住宅とか、いろいろな意味の住

宅が今どういう施策になっているかを発表するコーナーがあって、そこの

中に障害部分も入っていれば、障害者も見に行くかもしれないなと思いま

す。 
 あとは、芸術祭にアール・ブリュットみたいなものを一緒にやっていた

だけたら、区民の皆さんが感動なさるのではないかと思います。 
 さんま祭り、宿場まつり、夢さん橋というところで、割と水辺でのおい

しいお祭りがあるので、品川らしい水辺でのおいしいお祭りに食べに来て

ほしいというようなことも有効かなと思います。 
 今ここに、去年までの障害者関連の、例えば障害者週間の発表会とか、

あとは品川総合福祉センターさんの、旗の台のほうでやる会館まつりとか、

そういうのもリストの中に流し込むようなやり方もあるかなと思います。 
近藤会長 区民まつりが複数回書いてあるんですけれども、これはエリアが違うと

いうことでしたか。 
事務局 おっしゃるとおりです。１３地区がそれぞれの時期に開催しているので、

７月、９月、１０月に書いてあるという形になっております。 
 また、ふくしまつりなどの記載がないというご意見があったと思います

が、これまでの会議を踏まえ、一般の区民に向けて啓発できることはない

かということを今回の主旨としているため、予定表には記載しておりませ

ん。 
近藤会長 ちなみに、次年度に関しては、１３地区のどこがいつ頃というのはこれ

から決まるのですか。 
事務局 そうですね。次年度以降のものについてはこれから分かるので、これはあ

くまで目安として、今年度の実績を記したものです。 
近藤会長  今回、一般向けのイベントのみをピックアップしているのは、前回の議

論を受けて、リクエストを私から事務局にお願いした経緯があります。 
 皆さんのほうで、１３地区のうちのこのエリアの区民まつりに出したら

いいんじゃないのみたいな話とか、ご意見とかあればいただけたらなと思

うんですけれども、何かありますか。 
Ｂ委員 大分前のことですが、区民まつりが始まった当時は大井競馬場でやって

いただいていたので、障害者団体も随分参加させていただきました。それ

から大井工場さんが、小さい汽車ぽっぽですかね、子供が乗れるレールを

引いていただいて、職員さんが２０名ぐらい出てくださって、ただで乗れ

る感じなんですけれども、それを何回かやっていただきました。 
 こちらに区民公園ができてからは、ちょっと運動場が狭過ぎて、いろい

ろなフェンスを乗り越えなければ行かれないような敷居になってしまった

ので、公園のほうであまり何もできないですよね。いろいろな噴水があっ
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たりで、障害者が車椅子で行くには階段があり過ぎたり、スロープが１か

所しかないので、とてもとても。ほとんど中小企業の中で行ったり来たり

するぐらいが精いっぱいで、今でもそこへ参加する人もいますが、私ども

のように重症になりますとちょっと厳しいなというところがたくさんござ

いまして、ほとんど今、区民まつりには参加できていません。 
 昔はそうやって障害者団体７団体も一緒になっていろいろなイベントに

参加させてもらって、わざわざ大型バスを借り切ったり、たしか品川区の

公園に行くバスがありますよね。そういったバスも何回か出していただい

たりして、随分参加した覚えはあります。 
近藤会長 ということは、区民まつりは今は区民公園が多いなど、何かご存じのこ

とがありますか。 
事務局 地区によって開催場所や時期が変わってきます。 

 今、おっしゃっていただいたのは、恐らく荏原第五地区の話なのではな

いのかと思うんですけれども、それぞれの地区で、例えばどこかの小学校

の校庭を使ってやっていたりとか、区の施設の一部を借りてやっていたり

とかという形なので、全部の地区がこの１か所を使ってやっているという

ものではなくて、それぞれの地区にある学校なり区の施設などを使ってや

っているものになっております。 
近藤会長 今伺うと、区民公園だと、大きい車椅子とかで行ったりストレッチャー

で行ったりするのは結構大変そうかなという感じですね。大井競馬場とか、

そういう広いところでやっているところでないとということでしょうか 。 
Ｂ委員 大井競馬場でしたら、全部が集まりました。商店街もいろいろなところ

が軒を連ねてくれたので、我々も、障害者団体も含めてバザーをやらせて

いただいたり、何年か結構続けてやりました。 
 競馬場が使えなくなって、区民まつりだとほとんどこの公園が中心にな

っていますので、たまたま個人的には重症児を守る会、ちょうどそのとき

に全国大会というのがぶつかりますので、ここ何年間かは参加できており

ません。 
近藤会長 場所についても一つブースを構えるときの基準になるのかなと。当然で

すけれども、ブースに当事者の方とかも来ていただけたらいいのでという

ことですよね。 
Ｃ委員 区民まつりは、品川区からある程度の助成金があって、それで１３地区

の連合の会長さんが主体になって事業をやっていくという段取りになって

いるように記憶しています。 
そういうスタイルだと、品川区長ももちろん出席するのですが、主体が

町会、いわゆる自治会の会長さんがやっているわけだから、会長さんにお

願いしていかないといけない。そこで、合理的配慮の問題、ちょっとした

パンフレットを作って、ご挨拶の中で一言言っていただくとよいと思いま

す。そういうやり方じゃないと、ブースを作って説明しても、聞いてない

ことが多いと思います。一般的に向けてということなんだから、そういう

形でチラシを作って配布したらいかがでしょうか。 
そこの連合の会長さんのところへ行ってお願いをするという話がベター

じゃないかなと思います。 
近藤会長 おっしゃるとおりだと思います。 
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 一般の区民まつりに交じっていく理由というのは、私先ほど十分申し上

げられませんでしたけれども、ブースを出せばいいということではなくて、

それを運営しておられる方とのコミュニケーションを取っていくというこ

とが、今ご指摘いただいたとおりに、すごく重要なことかなと思います。

それは委員の皆様のお力も借りながら、一緒に行ってご挨拶したりとか、

そういうことができればありがたいと思っています。 
 もう一点ご指摘がありましたのが、そのときにちょっとした説明の文書

みたいなのがあるといいんじゃないかというご指摘をいただいたところで

す。これもとてもいいアイデアかと思いますので、そのときにどんな内容

を作るのかというのは皆様にご相談させていただけたらありがたいと思う

んですけれども、パンフレットみたいなものとかが本当はあったらいいん

だろうなというところかと思います。 
 ほかにはいかがでしょうか。 

Ｄ委員  今年、２０２５年、デフリンピックが開催されます。皆様、ご存知でいら

っしゃいますか。今年１１月までに皆様にできるだけそのイベントについ

て知っていただきたいと思うので、そういった掲載をやっていただければ

と思います。去年１９％ぐらいしか認知度がなかったんですね。今年もま

だ２３％ぐらいということで、まだまだ６０％、７０％の皆さんに知って

いただきたいと思います。 
 皆様の力をお借りできればいいかなと思うので、頑張ってそちらのデフ

リンピックについてのＰＲをさせていただければと思います。よろしくお

願いいたします。 
近藤会長 １５日から２６日の１２日間で、開会式が１１月１５日、閉会式が１１

月２６日ということです。 
 今、資料を見つけたんですけれども、３,０００人の選手の方が集まられ

るということですね。 
Ｄ委員 すみません、すべてのイベントではなくて、ふくしまつりだとか、いろ

いろなところでやるイベントの中でチラシを配っていただくとか、そうい

ったことでＰＲをしていただければ助かります。 
近藤会長 もちろんです。結構この近くでも開催されるようですね。 

 もし資料があれば、また、どういうふうに資料を頂いたらいいかなども、

事務局に教えていただけたらありがたいと思います。とすると、１１月な

ので、それより前の９月、１０月のあたりに、イベントで啓発などができ

るといいかなと思いました。ほかにも、皆さんのほうからの区内での、区

に関係する取組も含めて、ブースみたいなところでどんどん一般向けにお

伝えできるといいのかなと思います。 
 今のような、東京デフリンピックというすごく大きな情報提供も含めて

なんですけれども、何か皆さんのほうからご自由に、こういうこともある

んじゃないかというご助言があればと思いますが、いかがでしょうか。 
Ｅ委員 ３月に品川シティランがあるかと思うんですけれども、障害のある方が、

伴奏者を含めて一緒に走るとか、そういったＴシャツを着ながら走るとか、

そういった催しに一緒に参加をしながらというのもいいんじゃないかなと

思いました。 
 また、１０月にオレンジフェスタという認知症啓発のものがあるかと思
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うんですが、前回の会議の中で、商店街でオレンジ色のＴシャツを飾って

認知症に関する理解があるお店であることを示すというようなお話があっ

たかと思います。認知症は講座を受講完了した人はオレンジリングを持っ

て、ふだん歩いていたり、着けているようなところがあるかとは思うんで

すが、障害者差別解消というところで、障害に理解のあるお店ですよとか、

そういった障害に理解ありますよというような、例えば７団体というので

あればレインボーリングとか、名称もちょっと考えながら、そういった啓

発というのもいいんじゃないかなと、前回のお話を聞きながら考えるとこ

ろがありました。 
近藤会長 すごくいいアイデアですね。 

 たしか前回も教えていただいた取り組みだったかなと思います。障害に

ついての理解を示せるものは、たしかにないですもんね。商店街の取組は、

たしか荏原町の商店街とかでやられていたんだったかなと思いますけれど

も、何かできそうですかね。７団体の皆さんとかで、こういうのとかで啓

発にできるんじゃないかとか、何かありそうですか。 
Ｄ委員 手話バッジという、手話できますという意味があるものを区役所で配っ

てもらっているんですけれども、そういうのを使うといいかなと思うんで

すが。 
近藤会長 手話バッジというのは、手話ができますよというお知らせのバッジみた

いな感じですか。なるほど。東大だと防災訓練のときにバンダナを作って

いて、手話できますバンダナというものがあって、被災時にバンダナを着

けておくと話しかけられるというような取組みをしているんですけれど

も、手話バッジというのはそんな感じで使えるようなものですかね。 
Ｄ委員 そうですね。同じような内容でバッジがあります。バンダナのほうがい

いと思うんですけれども。 
近藤会長 ちなみに、細かいことは今度お伺いしようと思いますけれども、例えば

手話バッジみたいなものをブースに用意しておいて、手話できる方に持っ

ていっていただくみたいなことができるというイメージでいいですか。 
Ｄ委員 多分そういうことでいいかと思いますが、 
近藤会長 なるほど。これ、調べてみようと思います。 

 ほかにも、今、オレンジリングも一緒に声かけて置いてもらってもい

いかもしれないですね。にぎやかになるし、関連のことだと思うので。オ

レンジリング、手話バッジという情報をいただいたんですけれども、こう

いう啓発にぜひ使えそうだみたいなものは何かほかにございますか。 
Ｆ委員  ほかの自治体の会議に参加したときに伺ったお話で、先ほどデフリンピ

ックのお話がありましたけれども、自治体内の小学生などに手話でいろい

ろな競技の説明をしてもらって、動画配信するというような取組がありま

した。おそらく、すでに配信されていると思いますので、調べたら出てく

ると思いますし、ご紹介もできると思います。 
デフリンピックはもっと大々的に宣伝されていいのではないかなと感じ

ています。 
近藤会長 自治体として手話の動画を作っているところがあったということでしょ

うか。 
Ｆ委員 自治体が主導になって作っていると思うのですけれども、自治体内の小学
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校のグラウンドなどで撮影して、小学生などがデフリンピックで実際に行

われる競技の説明を手話でしているという動画でした。 
近藤会長 では、自治体主体でやられているところがあるということですね。 

 こういうのをどんどん集めていったらいいのかなと思うんですけれど

も、今日来られている団体の皆様の中で、今のような啓発的なコンテンツ

みたいなものがあるという方はおられますか。 
Ｇ委員 人がいっぱい集まるというところだとすると、１１月の大商業まつりと

いうのが、娘を連れて行ったりとかして、結構楽しいイベントでした。商

店街さんがいろいろなご自分のお店の物を提供してくださって、くじ引き

があったり、最後に景品をもらえたりとか、お得で、そういう楽しいイベ

ントに何気に入っていくというのがいいのかなというのを感じています。 
 あと、そういうところに障害者の人たちが参加するということがすごく

大事で、参加してみると意外に車椅子を押していても、ささっと皆さん、

うまくバリアを取り除いてくださったりとかするので、それはすごく自分

たちの仕事の一つかなとは思っているんですが。 
 あと、商店街さんで認知症の方たちのサポートをうちはやりますよとい

うことで、オレンジのマークを掲げてくださっていて、それと同じように

障害のある人たちもウェルカムというような、ラベルではないけれども、

そんなのがあるといいなと思います。 
 合理的配慮というのが義務化されたといっても、じゃあすぐに段差を解

消してくれるとか、そういうところまでなかなかいかないと思うので、実

際そういうことをやってくださっているところは大手を振ってうちやって

いるよと、障害のある人たちも、あのお店はいいよとマークをいっぱいつ

けるじゃないですけれども、そんな形で、商店街の方たちも障害者にとっ

て優しい店だよということが外に見られるような形になるといいなと思い

ます。 
近藤会長 グッドマークみたいなものがあるといいんじゃないかということでした

けれども。 
 大商業まつりがお勧めだったということなんですけれども、今出ていた、

区民まつりと比べると、大商業まつりのほうが非常ににぎやかとかあるん

でしょうか。 
Ｂ委員 入所施設にご厄介になっている方と、あと通所ですよね。ましてやお祭

りとなると大体日曜日、土日とぶつかりますと、全てを親がやらなければ

ならないので、ボランティアさんを探すのが大変。ふだんはそういった各

通所施設からいろいろなところへ連れてってくださるし、大変助かってい

るんですけれども、子も４０代を過ぎていることが多くて、昔みたいにバ

ギーで乗せていかれるような小さいお子さんが本当に少なくなりました。

ほとんどが重症の場合は病院に入っているお子さんが多いのと、あとは施

設でご厄介になっているという感じです。 
 本当にそういったお祭り、区民まつり自体も昔はお店も出してバザーも

やらせてもらって、子供たちを後ろに置いて、一緒になって、皆さんが買

物に来てくださってという、大分やらせていただきましたので、その点で

各会の宣伝というんでしょうか、皆さんに知ってもらう機会がたくさんあ

ったのですが、最近はそれができなくなりました。 
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 そんな感じで、いろいろな祭りがあっても、各施設でやってくださるお

祭りには参加できますけれども、一般の区民まつりやなんかにはなかなか

参加できないという状態です。 
近藤会長  やっぱりにぎやかなところに遊びに行けたほうがいいですもんね。これ

を機にそういうボランティアとの連携を含めて、工夫ができたらいいんじ

ゃないかと思いました。実際の部分を共有していただいて、とてもよかっ

たと思います。ありがとうございます。 
 そうしますと、区民まつりと大商業まつりというところで、大商業まつ

りは１１月だから、デフリンピックの説明をするのにいいか、悪いかみた

いなのはありますよね。直前がいいのか、もっとずっと前がいいのかみた

いなのもあるので。 
Ｄ委員 例えば、イベントではなく、デフリンピックに関する掲示物というか、

ポスターというか、横断幕を掲げて皆さんに見ていただく、トラックの掲

げる旗とか、そういったもので皆さんに知っていただくのがいいかなと思

います。予算としてちょっと難しいかなという思いもありますけれども。 
近藤会長 ありがとうございます。その辺りは、ぜひできること、できないことを

おっしゃっていただけたらいいと思いますし、多分デフリンピックの運営

の事務局のほうがいろいろな宣伝用のものを持たれていると思うので、も

しよかったら聞いてみていただいて、そういうのがあったら提供できるよ

というものがあれば、またお声かけいただけたらなと思いました。 
先ほどアイデアをいただいたんですけれども、ほかにも相談支援のセン

ター等で関わられておられる、もしくは生活支援で関わられておられる方

のほうから、こういう一般のイベント向けにブースを出されたりとか、啓

発をやられたりとかしたことがある方はおられますか。 
（センター

委員一同） 
一般向けのイベントはない。 

近藤会長 皆さん、自前でイベントみたいな、そういうお祭りみたいなものをセン

ターでやることはあるけれども、出かけて行って宣伝などはあまりないと

いうことですかね。 
 そうしたら、かなりにぎやかなところだともちろん参加の難しさだった

り、いろいろなものはあるかもしれないけれども、ブースが出ていたらち

ょっと行ってみようかみたいな気持ちになるかもしれないかなと思うの

で、やっぱり何か出せたらいいかなと思いました。 
 では、皆さんが区民として生活されている中で、推薦したいイベントみ

たいな、先ほど大商業まつりが一つ良いんじゃないかといただきましたけ

れども、ほかに何かそういったご意見を持ちの方がいらっしゃいましたら。 
Ｈ委員  私どもの会では、今年からリーフレットを作って啓発活動を始めました。

まずはリーフレットを配るということから始めています。リーフレットは

９月のふくしまつりに向けて作り、そしてその次に、誘っていただいて１

１月の戸越公園、みやまえフェスタという、商店街で配布させていただき

ました。ブースをつくらずに、スタンプラリーのワンコーナーをお手伝い

するということで、スタンプを押しに来た方にリーフレットをお配りし、

その後に抽選会があって、そこのお手伝いをしながら抽選に来た人にリー

フレットをお配りするということをさせていただきました。 
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 今、商店街のイベントは、とても高齢化していて、商品一つ出すのに、腰

が痛かったり膝が痛かったりとかして、大変ご苦労されていました。屋外

ですし、一斉に来てしまいますし、大変だなとすごく思いました。 
 区民まつりは私も１回お手伝いに行ったことがあるんですけれども、午

後３時ぐらいからすごく暑い中で始まって、一生懸命汗かきながらかき氷

を作って５０円で売っているようなお祭りです。だから、小さい子供さん

がすごく来るし、盆踊りのおかみたちみたいなのもいっぱい来てくださる

ので、区民まつりは結構大変だと思います。 
 ただ、お手伝いしに行くのだったらありかなと。障害のある人たちと一

緒にビブスか何かを着て、簡単なお手伝い、例えば子供に抽せん会で小さ

なお菓子をあけたりするんですけれども、それもコロナ明けはすごいので、

２,０００人ぐらい来るんです。コロナ明けは２,０００人来るので、お菓子

を配るだけですごい汗をかくんですけれども、そういうのにお手伝いに行

ったりとかできないかなというのがあります。 
 あとは他地域の取組なんですけれども、立川市はこういうバリアがある

けどどうなんだろうというショートムービーを作って配信しています。ま

た、西東京市ではアニメを１年に１本、助成をもらって作成していまして、

一つキャラクターがいて、そのキャラクターが自閉症の特性を解説して、

こういうときにはこうしてほしいんだよというのを、３分ぐらいのショー

トムービーにして毎年アニメで作っていて、これが６本か７本ぐらいにな

っています。これも、子供たちも取っ付きやすいしいいのかなと、アニメ

とか漫画のほうがいいのかなと思ったりしています。 
 あと、私どもの場合は、誘っていただいて、来年度４月のしながわ運河

まつりというのがあるんですけれども、これはまたすごい人が来るんです

が、こちらでブースを持ってリーフレットを配ったりするんですけれども、

リーフレットだけだと子供が来ないので、ちょっとした風船とかを買って、

配りながらやろうかなと思っています。ふくしまつりのときも余っていた

風船があって、風船につられて子供が来るので、風船は結構いいと思いま

した。そういう取組をしています。 
近藤会長 アイデアが詰まったことをいっぱい教えてくださって、ありがとうござ

います。 
 本当にそうですよね。お手伝い的に関わる、ビブスを着るってすごくい

いなと思いました。ただ、何かいい名前はないのかな。差別解消地域支援

協議会みたいなビブスを着ていたら、何か怒られるんじゃないかみたいな

感じのイメージがあるかもしれないから、いいビブス的なのが確かにある

といいですね。そこで手伝いにも交じっているみたいなことになったら、

お互いに支え合うような感じがしてすばらしいなと思いました。 
 区民まつりのイメージも伝わってきましたので、大変参考になりました。

ありがとうございます。 
 運河まつりも毎年出されているということで、可能、不可能はあると思

うんですけれども、もしここの協議会でリーフレット的なものを作ったら

一緒に相乗りさせていただくとか、お互いに相乗りをしていくみたいなの

はどんどん増えるとありがたいなと思ったりもしました。 
 他の自治体の取組事例についても少しご紹介いただいたんですけれど
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も、事務局に他区による取組事例という紙を一つご用意いただいています。

こちらも事務局からご紹介いただいてもいいでしょうか。 
事務局 地域協議会が主体というわけではないものも幾つかあるんですけれど

も、他自治体、他区においてこういった事例がありましたというものを資

料のほうにまとめたものを皆さんのお手元にお配りしている状況です。 
１つ目がオフライン、紙媒体等を利用した普及啓発という形で、リーフ

レット等を作成してイベントなどで配布していたりとか、クリアファイル

やボールペン等の啓発物を作成してイベントで配布という形の啓発活動を

行っているところが一つです。 
２つ目が、ホームページ・ＳＮＳ等を活用した普及啓発という形で、ホ

ームページへ制度概要等の掲載や、定期的なＳＮＳでの動画配信、あとは

ケーブルテレビやラジオ等の活用、Ｆａｃｅｂｏｏｋにおいて障害の説明、

困りごと、配慮が必要なことを不定期に投稿していたりという形です。 
３つ目が、イベント等で普及啓発という形で、区のイベント、行政や民

間ともに出展しているようなものにおいて、ブースを設置し、チラシ配布

やパネル展示、また体験会等を実施しているところもあったり、障害当事

者の実体験等から、わかりやすく実践しやすい支援の在り方を学ぶことを

目的とした講演会を開催していたりという自治体もあるようでした。 
実際の具体的な啓発物みたいなものが、緑色の丸の中に掲載しているも

のです。 
近藤会長 ご説明ありがとうございます。 

こういうものを参考にしながら、いろいろなバッジだったりリーフレッ

トだったりとか、スタンプラリーと組み合わせてそういったものを置くだ

ったりとか、いろいろなアイデアを今日いただいたので、どう具体的に進

めていくかなんですけれども、どこかにブースを出すことになったら、委

員の皆様のサポート、サポートというより主体的な参加をいただけたらあ

りがたいかなと思っているところです。 
最初の交渉や挨拶は、私が行ってきますので、どこかいいよというのが

あったら、みんなで行きましょう。それで、ぜひ私たちが品川区の中で出

せるものを、そこにひとさらい全部並べられるみたいな感じができたらい

いなと思っています。 
今の感じだと、どれぐらいの時期になるか分からないけれども、多分、

夏以降だけど真夏は結構厳しいという案もいただいたのかなと思うので、

９月、１０月ぐらいのところから一回コミュニケーションができるかどう

かを当たってみて、話を聞かせてみたいなのがあったら、委員の皆様にも

お声がけしますので、もしご一緒できるところがあれば行って、どういう

協力ができるかご相談できたらありがたいなと思います。 
最初のことなので、あまり大きいことばかり言わず、小さなブースが持

てたり、皆さんが作っておられる啓発のための資料を置けたり、もしくは

この協議会で昨年作った相談の流れみたいなものも、そこでご説明ができ

たりとかするようなものが置けたらいいなと思っています。そんな形で、

来年度、進めさせていただいてよろしいでしょうか。 
一同 （賛同） 
近藤会長 ありがとうございます。アイデアは、ぜひ忘れずに事務局のほうに教え
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ていただけたら、記録しておきますので、よろしくお願いします。 
Ｂ委員 大変ありがたいお話で、そういうイベントなどに障害者が参加したとき

に、休める場所を確保してほしいんですね。テント一つでもあると大変助

かります。何に行っても、車椅子で連れて行っても、ちょっと知的に遅れ

ている子供を連れて行っても、休む場所がない。ちょっと休む場所があっ

ても、健康な小さいお子さんがいっぱいたまってしまっていて、障害者で

あっても座れないという状態が多いので、だんだんと連れて行きたくなく

なりますので、そういうベースをつくってくださると大変ありがたいなと

思います。 
近藤会長 そういうのも協力してやれるかどうかを聞いてみたいですね。多分、そ

の辺の運営は私たちで、みんなでやることになると思うんですけれども、

おっしゃるとおり、そういうテントが１個、車椅子の方とか障害のある方

の専用であったり、あとは自閉症等がある人のための騒がしくないような

休める場所があるみたいなのはすごくいいかなと思います。 
それも含めて、提案できるような形で交渉できるかどうか、まず当たっ

てみたいと思いますので、よろしくお願いします。 
今日言えなかったとしても、例えば区民まつりであの地区のことだった

らこの人に聞くといいらしいよみたいな情報も大歓迎ですので、ぜひ教え

ていただけたらありがたいです。あと、ほかにも挙がっている多くのイベ

ントの中で、この方とは懇意にしているので一回会ってみませんかみたい

な情報も歓迎ですので、ぜひよろしくお願いいたします。 
 

（２）事例検討 

相談事例（１件）について、事例検討を行いました。 

 

（３）総評・その他 

事務局 その他ということで資料のほうをお配りさせていただきました。「だれ

でも更衣室をご利用ください」ということで、Ｉ委員よりよりご提供いた

だきましたので、ご覧いただければと思います。資料について何かござい

ますか。 
Ｉ委員 総合体育館には日野学園のプールがあるんですけれども、長らくご利用

者様から同性ではない介護のときに困っているというお声をいただいて

いました。最初はだれでもトイレで着替えていただいたり、それもあまり

良くないということで倉庫をきれいにしたりとか、いろいろやってきたん

ですが、昨年だれでも更衣室をつくろうということになりました。滑車が

ついているので移動式にはなっているんですが、こういったものを総合体

育館の１階のところに設置しています。 
 広さが１８０×１２０ということで、大人の大きな方が２人で入られて

も、十分着替えができるようなスペースになっております。 
 だんだん口コミで広まってきたのか、最近プールをご利用の方でこちら
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のご利用が増えているんですけれども、もっとこういうのが欲しいとかと

いう声を聞きながら、利用状況を見て、場合によっては下のアリーナにも

設置したりしていければいいなと思っております。 
 なかなか障害のある方がスポーツをやる機会が少ないというのも聞い

ておりますし、何かこちらのほうで、なかなかうまくいかないところもあ

るとは思うんですが、お声をいただくことでこうして少しずつ改善できる

部分もあるので、ぜひ体育館のほうはご利用いただければと思います。 
 先ほどの主なイベントというところで、１０月のスポーツの日には毎

回、一般開放、無料開放しています。簡単に皆さんが楽しめるようなゲー

ムですとか、体力測定ですとか、プールももちろん無料で使えますし、ぜ

ひこういった機会もご利用になって体育館で一緒に汗を流していただけ

ればと思いますので、どうぞご周知のほう、よろしくお願いいたします。 
近藤会長 ありがとうございました。 

 その他事項は以上となります。 
 では、先ほどに戻りまして、全体を通じてのところで、副会長のほうか

らお願いいたします。 
中村副会長 ありがとうございます。普及啓発についていくつかお話をしたいと思い

ます。 
今後、この協議会で普及啓発に向けて活動したいです。お話を伺ってい

ると、いくつか解決しなくてはならない点があると思います。 
例えば、いつ、どのイベントにてやるのか、どこでやっているイベント

に出るのか。それぞれ問題点の指摘がございました。それから、誰に対し

て向けられているイベントなのか。一般の区民さんなのか、それとも事業

者さんなのか。何をするのか。例えばブースを設ける、あとはチラシやパ

ンフレット、リーフレットを配布する。あとはお手伝いなんていう面白い、

とても積極的なアイデアがありました。それから、アニメや動画の作成を

する。他には、風船をお子さんに渡すとかで意識を持ってもらう。あと、

オレンジリングとか手話バッジだとか、グッドマークみたいなものもあり

ました。それらをやるには、例えば休憩所を用意するとか、いろいろなア

イデアがたくさん出てきました。 
できることから一つずつやってみませんか。トライアンドエラーといっ

たら失礼かもしれませんけれども、最初から１００点を狙いにいかずに、

７０点ぐらい、ここまでできればいいのではないかというところを設定し

て、一つずつできることからやっていく。これがこの協議会に求められる

使命の一つなのだろうなということを感じました。 
私は、特にその中でも、企業向けのイベントにぜひ参加できればと思い

ました。企業、事業者の側の意識を変えてもらうこと、これが真に求めら

れていることなのだろうということを理解しました。 
近時は、企業の社会的責任、ＣＳＲといいます。企業は社会に対して物

を売ったりサービスを提供する以外にも責任があいますよね、これを拡大

していきましょうという発想が、１０年ぐらい前から言われています。そ

れの一環として、不当な差別を防止したり、合理的な配慮を提供したり、

そういうことに興味を持っていただけたらいいかなと。そういう意味で

は、事業者向け、企業向けのイベントに参加できるようになったら、さら
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に皆さんの認識が変わってくれて、不当な差別がなくなっていくことにつ

ながっていくのではないかと思いました。 
近藤会長 ありがとうございました。 

企業向け、いいですよね。確かに言われてみれば、事業者さんの対応に

ついて僕らは啓発をしたいわけだから、それはすごく重要なことになって

くると思います。 
商店街イベントには、まず、大商業まつりとかどうかというお話があり

ましたけれども、事務局から来年度の後半のほうにもいくつか催しがある

と挙げていただいているので、そこも含めてどういう可能性があるかは調

べて、また皆様にご相談できればと思っているところです。ありがとうご

ざいます。 
超短時間雇用も地元の中小企業というか、小さな事業者さんでいろいろ

なお仕事が少しずつですけれども出てきています。差別解消法はサービス

を提供しているお店の人が、サービスを受けている人たちに対して、差別

なく、障害があろうとなかろうと同じサービスを提供していこうという考

え方だと思うんですが、お互いに支え合うというか、助け合うみたいな、

一緒に働くみたいなこともあるんじゃないかというコメントをいただい

ていて、それは本当にそうだなと思いました。 
差別解消地域支援協議会の場なので、差別解消法的な動きではあるけれ

ども、それにとどまらず、こういう啓発をしていったらいいんじゃないか

みたいなことは、ぜひ委員の皆様提案でどんどんおっしゃっていただけた

らありがたいと思います。 
特にイベントに対して出展するみたいなところは委員の皆様のご協力

が期待されるところですので、みんなできる範囲で、それこそ過重な負担

にならない範囲で、みんなで支え合ってイベントでの情報提供を実現でき

ればと思っていますので、そのときはぜひ可能な範囲のご協力をいただけ

ればと思うところです。 
来年度に向けて、ぜひ引き続きよろしくお願いします。ありがとうござ

います。 
３ 閉会 

○障害者施策推進課長 挨拶 


